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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はほ場整備事業において巌も障害となっている湿田の特性について調査研究を行ない, その成果
をまとめたものである｡








湿田土壌は一般に高い含水比 (75-81%)においてき裂が発生し, その発達は長時間におよび, 乾田半
湿田などの土壌に比べて低い水分条件で停止すること, 土層の厚さとき裂の密度およびき裂の幅などとの










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年農作業の機械化を目標にしたほ場整備事業が盛んに行なわれるようになってきたが, 最も障害とな
るのは湿田である｡ ところが従来この湿田に関する研究が少なくその性格が明確にされていなかった｡
著者は篠山盆地の湿田を対象にし, 湿田形成の原因は粘質土壌に地形的気象的悪条件が重なっているこ
とを指摘している｡
湿田土壌の物理性について, 乾田半湿田などと対比しながら詳細な調査実験を行ない, コンシステンシ
ーについての特性を明らかにするとともに, 土壌密度の垂直的な変化ならびにそれに対応するコーン指数
などが乾田におけるように増加せず新盤の形成も認められなく, 深田を形成すること, および土壌は常に
地下水面下にあるため団粒構造が発達しないことなどを明らかにしている｡
さらに粘土含量が大きく過飽和の泥ねい状態にある湿田土壌は液性限界に近い高含水条件においてもき
裂が発生することを認め, そのき裂の性質を明らかにしている｡
き裂の発生によって土壌面蒸発乾燥が促進され重力によって排除され得なかった pF2以下の水分が急
速に排除され, 土壌はさらに収縮してその密度を増し地耐力を急激に増加することになること, また湿田
土壌に発生したき裂は消滅するのに長年月を要するために湿田における過剰水の排除に役立ち乾田化が促
進されて土壌の物理性が著しく改善されることなどを明らかにしている｡
さらに湿田土壌中の過剰水を排除することによって団粒構造の発達が促進されるとともに以上の土壌の
物理性が比較的短期間のうちに顕著に改善されることを確かめている0
以上明らかにされた湿田の諸特性から地上地下排水を行なうことによって湿田土壌の物理性の改善と,
地耐力の増加による大型機械導入の可能性の根拠を明らかにしたものであって,■農地工学, 土壌物理学な
らびにほ場整備事業の実際面に貢献するところはきわめて大きい｡
よって本論文は農学博士の学偉論文として価値あるものと認める｡
一一849-
